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今年度
見直し
事 項

14

0

▲ 2

14

⑤(増減額)

14

事業
概要

 14

 

現状と
背景

近代化資金を借り入れた認定農業者に対し利子助成を行う。

近代化資金を利用した認定農業者に対し、利子を助成し、経営の安定化を
図る。

対象は平成17年度までの融資分のみ。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

14

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

16

14

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

16

商工農政課

元気な農業者支援特別資金利子補給金

単独

所管課

0

▲ 2

0

0

増減

その他

⑥－①



10

6

1

3

今年度
見直し
事 項

332

0

▲ 3

0

332

⑤(増減額)

332

事業
概要

341

 ▲ 9

 

現状と
背景

農地の賃借料、備品の修理費等市民農園の運営に必要な費用。

�市民農園での農業体験を通して、農業への理解を深める。 市民の交流の
場とする。

現在、中浜、中野、竹内の３箇所に市民農園があり、多くの方に利用されて
いる。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

332

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

335

332

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 335

0

商工農政課

市民農園管理費

単独

所管課

0

▲ 3

0

0

増減

その他

⑥－①
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3

今年度
見直し
事 項

1,446

0

▲ 151

7,881

12,902

⑤(増減額)

12,902

7,881

事業
概要

 1,461

 

現状と
背景

中海干拓地の保水力を高めるために堆肥を投入する事業に対する助成。

中海干拓地の慢性的水不足を補完するため堆肥の投入により保水力を高
める。

干拓地の砂は、中海から浚渫されたもので保水力（水もち）に劣っており、
その改善のために堆肥を投入し、保水力の向上を図っている。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

12,917

 

 

農業振興費

7,881

当初要求　②

前年度

①

15,079

1,446

3,575  

 

3,575

国

13,482

0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

1,597

商工農政課

干拓地保水力向上対策事業

補助

所管課

0

▲ 2,177

7,881

▲ 9,907

増減

その他

⑥－①

3,575
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今年度
見直し
事 項

20

118

0

▲ 9

256

⑤(増減額)

256

事業
概要

40

 236

 

現状と
背景

中学生以下の子どもとその保護者を対象とし、さつまいも、トマト、キュウリと
いった野菜の植付から収穫までの農業体験を行う。

家族で農業体験をすることによって食に対する理解を深める。将来の消費
者である子どもたちに地元野菜の素晴らしさを伝える。

食の安全が注目される中、無農薬または減農薬で野菜を生産、食すること
により、子どもの食育に寄与し、参加者からは非常に好評である。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

276

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

274

20

118

 

 

118

国

127

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 20

127

商工農政課

親子ふれあい農園事業

単独

所管課

0

▲ 18

0

▲ 9

増減

その他

⑥－①

118
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1

3

今年度
見直し
事 項

132

0

31

410

⑤(増減額)

410

事業
概要

 147

 

現状と
背景

有害鳥獣による農作物被害を防ぐため、箱ワナによる捕獲駆除を行う。

カラス・ヌートリアによる農作物被害を防ぐため。

カラス・ヌートリアは市内全域で農作物に食害を与えている。ヌートリアにつ
いては外来生物法に基づく防除実施計画を策定し、市が農業者と協力し、
防除できる態勢を構築した。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

425

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

491

132

278  

 

278

国

390

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

101

商工農政課

有害鳥獣捕獲事業

補助

所管課

0

▲ 81

0

▲ 112

増減

その他

⑥－①

278
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1

3

今年度
見直し
事 項

179 90

0

0

89

▲ 89

179

⑤(増減額)

0

事業
概要

 179

 

現状と
背景

農地の集団化を促進し、遊休農地を解消するため、(財)境港市農業公社が
行う農地保有合理化促進事業を支援する。

農地保有合理化法人である(財)境港市農業公社の活動を支援することによ
り、農地の貸し借りを促進し、農家の経営規模の拡大を図るとともに、遊休
農地を解消する。

(財)境港市農業公社を通して、約７０ヘクタールの農地の貸し借りが行われ
ている。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

179

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

180

0

 

 

国

90

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

90

商工農政課

農地保有合理化促進事業

補助

所管課

0

▲ 1

0

▲ 1

増減

その他

⑥－①

179

89
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1

3

今年度
見直し
事 項

826 826

0

631

826

⑤(増減額)

0

事業
概要

 826

 

現状と
背景

以前より（財）境港市農業公社が借り受けている農地の適正管理を行う。

（財）境港市農業公社の借り受けている農地の適正管理を行い、景観管理
を行うとともに借受希望があった際に直ちに対応できる態勢を整える。

以前より（財）境港市農業公社の借り受けている農地は適正に管理されてい
るとは言い難い状況であるため改善を図る。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

826

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

195

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

195

商工農政課

遊休農地利用促進対策事業

単独

所管課

0

631

0

0

増減

その他

⑥－①

826
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今年度
見直し
事 項

247

0

55

493

⑤(増減額)

493

事業
概要

 247

 

現状と
背景

認定農業者が借り入れた農業経営基盤強化資金の利子を助成する。

農業経営基盤強化資金の利子を助成し、経営の安定化を図る。

農業経営基盤強化資金は資金使途が広いため、認定農業者からの需要が
多い。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

493

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

383

247

246  

 

246

国

191

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

192

商工農政課

農業経営基盤強化資金利子補給金

補助

所管課

0

110

0

55

増減

その他

⑥－①

246
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今年度
見直し
事 項

11

0

11

21

⑤(増減額)

21

事業
概要

 21

 

現状と
背景

新規就農者が借り入れた農地賃借料を助成する。

生産基盤が不十分な新規就農者の負担軽減を行い、農業の新たな担い手
を育成する。

本市の新規就農者は近年減少しており、担い手確保のための支援策として
非常に有効である。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

21

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

11

 

 

10

国

0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

農地賃借料助成事業補助金

補助

所管課

0

21

0

10

増減

その他

⑥－①

10
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1

3

今年度
見直し
事 項

317

0

▲ 17

317

⑤(増減額)

317

事業
概要

 317

 

現状と
背景

白ねぎの連作障害緩和のために作付けされる緑肥作物の種子購入費の補
助

中国産輸入白ねぎに対抗するため、連作障害を緩和し、収穫量２割増収、
生産コスト２割削減を目標とする産地改革を推進する。

白ねぎは連作障害のため、年々単収が低下している。緑肥作物により連作
障害の緩和、地力の増進を図る必要がある。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

317

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

334

317

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

334

商工農政課

緑肥作物作付推進事業補助金

単独

所管課

0

▲ 17

0

0

増減

その他

⑥－①



10

6

1

3

今年度
見直し
事 項

121

0

▲ 24

121

⑤(増減額)

121

事業
概要

 121

 

現状と
背景

野菜価格安定基金への積立金の農家負担分に対し補助する。

特産野菜である白ねぎ、冬人参の価格が下落した際に取り崩される積立金
の農家負担に対し、補助することで経営の安定化を図る。

近年、中国産野菜の輸入により取引価格は低迷している。その中での取引
価格の下落は農家にとって死活問題であり、積立金の農家負担を軽減する
必要がある。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

121

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

145

121

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

145

商工農政課

野菜価格安定対策事業費補助金

単独

所管課

0

▲ 24

0

0

増減

その他

⑥－①



10

6

1

3

今年度
見直し
事 項

247 247

0

▲ 1

247

⑤(増減額)

0

事業
概要

 247

 

現状と
背景

白ねぎ病害虫防除薬のスタークル顆粒水溶剤の購入費に対する補助。

 特産野菜である白ねぎの指定産地としての地位の維持・発展を図る。

 病害虫防除薬は年々改良されており、新薬剤の普及をする必要がある。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

247

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

248

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

248

商工農政課

特産野菜産地維持対策事業補助金

単独

所管課

0

▲ 1

0

0

増減

その他

⑥－①

247
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6

1

3

今年度
見直し
事 項

1,484

0

670

4,450

⑤(増減額)

4,450

事業
概要

 1,484

 

現状と
背景

農業経営に意欲的な企業等が機械・施設等を整備する際の費用の一部を
助成する。

企業等の農業参入を促進し、本市農業の振興を図る。

農家数の減少や後継者不足から今後の地域農業の担い手の一つに企業
等が挙げられている。その企業等が農業参入しやすいように環境を整備す
ることが重要である。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

4,450

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

2,439

1,484

2,966  

 

2,966

国

1,625

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

814

商工農政課

企業等農業参入促進支援事業

補助

所管課

0

2,011

0

1,341

増減

その他

⑥－①

2,966
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1

3

今年度
見直し
事 項

731

0

731

2,190

⑤(増減額)

2,190

事業
概要

 731

 

現状と
背景

新規就農者が購入した機械・施設に対し助成する。

基盤が脆弱な新規就農者に補助することにより経営の安定を図る。

新規就農者は減少傾向。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

2,190

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

731

1,459  

 

1,459

国

0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

就農条件整備事業補助金

補助

所管課

0

2,190

0

1,459

増減

その他

⑥－①

1,459



10

6

1

3

今年度
見直し
事 項

52 117

0

44

117

⑤(増減額)

65

事業
概要

 117

 

現状と
背景

水稲の作付けを推進するため、ＪＡより購入分の水稲苗代の一部を助成す
る。

種苗費高騰のため、ＪＡの水稲苗が本年度より７５円値上げされる。値上げ
分の１／３を補助することにより、水稲の作付けを推進する。

市内の遊休田は５７５ｈａ存在し、増加傾向にある。田の一番の活用手段は
水稲作付けであり、作付けを推進する必要がある。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

117

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

73

65

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

73

商工農政課

水稲作付推進事業補助金

単独

所管課

0

44

0

0

増減

その他

⑥－①

52
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今年度
見直し
事 項

120

0

120

240

⑤(増減額)

240

事業
概要

 240

 

現状と
背景

ＩＪＵターンなどで市内に居住する認定就農者に対し、家賃の一部、最小限
必要な借家のリフォーム代の一部を補助する。

農業基盤のない認定就農者に住宅費の一部を補助することにより、農業経
営の安定を促進する。

本市ではＩＪＵターンする者に対する住宅に関する補助制度はない。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

240

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

120

 

 

120

国

0

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

就農住宅整備事業費補助金

補助

所管課

0

240

0

120

増減

その他

⑥－①

120
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今年度
見直し
事 項

0

0

0

0

⑤(増減額)

0

事業
概要

 60

 

現状と
背景

古くから境港市のある弓浜半島一帯で栽培されていたサツマイモについ
て、糖度も高く、人気が高く、既存品種の欠点を補った新品種「クイックス
イート」の栽培を促進するため、試験栽培を行うＪＡに対して苗代購入費を
助成する。

既存栽培品種の欠点を補い、なおかつ糖度が高く、人気の高いサツマイモ
の新品種「クイックスイート」の試験栽培を行い、その可能性について検証
する。

�境港市で栽培されているサツマイモの品種は「金時」と「紅あずま」である。
�「金時」：栽培農家、栽培圃場により食味にばらつきがある。 「紅あずま」：貯

�蔵が難しく、貯蔵管理費が高くつく。 「クイックスイート」：上記品種の欠点を
解決し、糖度も高く、人気が高い新品種であるが、苗代が高く、栽培を行う

�農家がいない。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

60

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

サツマイモ新品種栽培促進事業

 

所管課

0

0

0

0

増減

その他

⑥－①
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今年度
見直し
事 項

1,000 1,000

0

1,000

1,000

⑤(増減額)

0

事業
概要

 1,000

 

現状と
背景

伯州綿栽培に取組む(財)境港市農業公社が鳥取大学と開発を進めている
「綿繰り機」開発費に係る経費の負担に対する支援。

(財)境港市農業公社が鳥取大学と進める「綿繰り機」開発経費に係る負担
に対する支援を行い、綿収穫後の作業の迅速化、省力化を図る。

かつて、弓ヶ浜半島一帯で栽培されていた「伯州綿」の復活を目指し、(財)境港市農業公
�社がH21年度から本格的に栽培に取組んでいる。 伯州綿を出荷・販売する過程で実綿か

ら種を取り外す作業（綿繰り作業）は現在、市内のふとん業者の機械を利用して行ってい
�る。 しかし、機械は昭和初期のものであり、今後故障が発生すれば修繕が不可能であり、

�使用できなくなり、出荷、販売に支障をきたすことになる。 そこで、現在、鳥取大学に協力
�をお願いして綿繰り機の試作機製作に向けて準備中である。 順調にH21年度に試作機が

完成すれば、H22年度にデータ収集、検証、H23年度にメーカーが市販する機器の購入が
必要である。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

1,000

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

伯州綿栽培促進支援事業補助金

 

所管課

0

1,000

0

0

増減

その他

⑥－①

1,000
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今年度
見直し
事 項

275

0

275275

275

⑤(増減額)

2750

事業
概要

 55

 

現状と
背景

農地所有者が農地を適正に管理する際の費用について、標準的な開墾費
用の2分の1を限度として助成

遊休農地の所有者に対しても開墾費用の負担をお願いする。

以前は開墾費用の全額を農業公社で負担していたが、農業公社の財政状
況を勘案して所有者に対して費用負担をお願いする。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

55

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

農地適正管理費補助金

補助

所管課

0

275

0

0

増減

その他

⑥－①
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今年度
見直し
事 項

433

175

433

175

433

175

608

⑤(増減額)

6080

事業
概要

574

 233

 

現状と
背景

農業公社が遊休水田を利用しての稲作を農家に委託して行い、収穫され
た米を学校給食米として利用する。

遊休水田を利用することにより、遊休農地の解消を促進するとともに収穫し
た米を学校給食米として利用することにより、地産地消・食育に寄与する。

深田川沿いの水田の遊休化に歯止めをかける。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

807

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 0

0

商工農政課

稲作作業委託事業

単独

所管課

0

608

0

0

増減

その他

⑥－①
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今年度
見直し
事 項

0

0

0

0

⑤(増減額)

0

事業
概要

 630

 

現状と
背景

農振農用地区域内の農地で、耕作希望者があり、所有者の了承の得られ
る耕作放棄地について、境港市地域耕作放棄地対策協議会が行う再生事
業の事業費の一部を補助。

境港市内の耕作放棄地の解消を図る、境港市地域耕作放棄地対策協議
会を補助する。

境港市には多くの耕作放棄地が存在しており、それは農振農用地とて例外
ではない。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定

会計

款

項

目

事業名

一　般　会　計

農林水産業費

農　業　費

補助単独の別

630

 

 

農業振興費

当初要求　②

前年度

①

0

0

 

 

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

0

商工農政課

耕作放棄地緊急整備事業補助金

補助あり

所管課

0

0

0

0

増減

その他

⑥－①


